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今後の仕事と育児・介護の
両立支援に関する研究会（第３回）
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◆エン・ジャパンについて

◆両立支援への想いと現状

①短時間勤務制度、及び柔軟な働き方の内容・利用状況

②子育て期の従業員のキャリア形成・能力開発の考え方

③育休復帰後や短時間勤務制度の利用中の配属先・評価制度、面談、上司への研修

④育児休業の取得や、短時間勤務制度などの利用が円滑に進むために必要な取組

⑤両立支援に関するニーズの把握や、労使間のコミュニケーションの内容

⑥育児・介護休業法の施行状況
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設立

2000年
設立23年目

売上高

545億円
2022年3月期実績

社員数

2928名
2022年3月末現在

海外展開

ベトナム
インドなど

プロダクト数

20以上

上場区分

東証プライム

会社概要

会社概要
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誰かのため、社会のために懸命になる人

を増やし、世界をよくする

〜Inner Calling ＆ Work Hard〜

パーパス（私たちの存在意義）

パーパス（私たちの存在意義）
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人材採用を軸に20以上のWEBサービスを運営

採用支援ツール

採用管理ツール

求人サイト

人材紹介

定着支援ツール

活躍支援サービス

社員教育サービス

エン入社後活躍
支援プログラム

ビデオ面接ツール

オンライン適性テスト

適性検査

会社口コミプラットフォーム

運営サービス一覧

6



◆エン・ジャパンについて

◆両立支援への想いと現状

①短時間勤務制度、及び柔軟な働き方の内容・利用状況

②子育て期の従業員のキャリア形成・能力開発の考え方

③育休復帰後や短時間勤務制度の利用中の配属先・評価制度、面談、上司への研修

④育児休業の取得や、短時間勤務制度などの利用が円滑に進むために必要な取組

⑤両立支援に関するニーズの把握や、労使間のコミュニケーションの内容

⑥育児・介護休業法の施行状況

7



両立支援への想い

「キャリアの前倒し」を推進し、 ブランクがあっても活躍できる会社へ。

当社では『人間成長®』をコアバリューとして掲げています。

仕事人生を通じて人間性を高めることを大切にしているため、両立支援にも力を入れて取り組んでいます。

育児や介護によるキャリア中断や時間的制約は、誰しもに起こりうる可能性があります。

「働く時間にかかわらず、成果を出し続ける社員を応援したい」という思いから、制度整備や啓発活動を

通じて、活躍しやすい環境づくりを進めています。
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パーパス（私たちの存在意義）

両立支援に必要な要素
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両立支援の結果 女性管理職の変化

25.5％

74.5％

AFTER（2023年）

11％

89%

BEFORE（2011年）
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両立支援の結果 時短勤務制度利用者数の変化
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両立支援の結果 育休新規取得者数の変化
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受賞歴
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短時間勤務制度、及び柔軟な働き方の内容・利用状況

・テレワークを実施し、働く場所を柔軟に。

コロナをきっかけにテレワークを実施。現在もテレワーク中心の働き方。

通勤時間が無くなり、より仕事や育児・家事に専念できるように。

バーチャルオフィスも導入し、コミュニケーションの量と質を維持。

・スマートグロース制度を導入し、時間に融通の利く働き方に。

新たな短時間勤務制度であるスマートグロース制度を導入。

制度対象者はフレックスタイム制とし、より柔軟に働けるように。
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テレワーク利用状況
※1営業日あたり、どのくらいの社員がオフィス出社／在宅勤務しているかに
ついての3か月平均値
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19%

81%

正社員

オフィス出社 在宅

8%

92%

時短社員

オフィス出社 在宅



バーチャルオフィスについて
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バーチャルオフィスでの様子

☝朝礼

忘年会☞

☝賞賛タイム
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スマートグロース制度とは

出産・介護など、ライフステージが変わって

様々な制約が生まれても、

やる気や能力に合った仕事を続けることを

支援する制度
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スマートグロース制度と時短勤務制度の違い
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制度適用のメリット
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CareerSelectAbility®とは
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子育て期の従業員のキャリア形成・能力開発の考え方

当社では子育て中の社員にも、他の総合職と同様に『人間成長®』を求めます。

どこでも活躍できる人材になれるよう、子育て中の社員であっても
『CareerSelectAbility®』の獲得が出来るよう支援しています。

実際に、復職した社員には責任のある仕事を任せ、正当な評価・昇進・昇格を受けられる
環境を整えています。もちろん成果も求めるのが当社の方針です。

そのため、子育て中の社員をマネジメントする上長には「配慮はしても遠慮はしないこと」
を求めています。

また、 『CareerSelectAbility®』の獲得を支援するために『評価と教育の連動』を推進
しています。

詳しくは次のページにて説明します。
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評価と教育の連動とは
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育休復帰後や短時間勤務制度の利用中の配属先・評価制度、面談、上司への研修

・原則同じ部署への復帰

・「職能×職務」でのミッション提示

・上司側へのガイドブック配布
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育児休業の取得や、短時間勤務制度などの利用が円滑に進むために必要な取組

・助け合いの文化
産休・育休前に信頼貯蓄を積んでおくよう伝えているため、復職後も助け合える関係性が築けている。

・定期的な上司・部下のコミュニケーション
普段から気軽にプライベートに関して話せる関係性を築いているため、ライフイベントがあった際に早期に相談が

もらえるように。

欠員発生時は、業務の効率化・見直しを行い、人手が足りない場合は採用・異動でカバー。

・本人及び上司側への制度理解促進
制度理解促進に向けて、研修やセミナーなどを実施。ガイドブックを作成し、配布。
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取り組み例 産休・育休ガイドブック
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取り組み例 産休・育休ガイドブック
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両立支援に関するニーズの把握や、両立支援措置の検討・導入に当たって
取り組んでいる労使間のコミュニケーションの内容

https://corp.en-japan.com/womenlabo/report/
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WomenLabo プレママランチ会/復職ママランチ会

https://www.en-soku.com/life/82596

https://www.en-soku.com/life/81802
https://www.en-soku.com/life/80966

https://www.en-soku.com/life/79785
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パパLABO ランチ会・セミナー開催

https://www.en-soku.com/life/85724https://www.en-soku.com/life/87343

https://www.en-soku.com/life/78566
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めぐめしの開催
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令和３年育児・介護休業法の施行状況

・本人意向の確認

・相談窓口の設置

・個別周知の徹底

※その他取り組み例

プレパパ・プレママ向けランチ会の実施
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